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トマ ト雨よけ夏秋栽培における緩効性肥料を加工した打ち込み肥料の追肥効果
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1 は じ め に

トマト雨よけ夏秋栽培において,夏期の高温期に草勢等

を維持し,省力的に長期間安定生産するために,緩効性肥

料を加工した打ち込み肥料の追肥効果について検討した。

これまでに,打ち込冽巴料の効果や打ち込み (施用)位

置などについて成果を上げてきたが,本課題においては,

より効率的に生産が可能な栽培技術の確立を図るために,

打ち込み肥料の種類と施肥量が生育,収量や品質に及ぼす

影響について試験した。

2試 験 方 法

追肥として供試した肥料は,タイプ 1(ロング 424の 70

日タイプを特殊な紙筒に入れ加工したもの (N:P:K

14:12:14)),タイプ 2(ロ ング424の 40日 タイプを特殊

な紙筒に入れて加工したもの α P:K 14:12:14)),タ イ

プ 3(燐安系速効性肥料と硝安系被覆肥料を配合して特殊な

紙筒に入れて加工したもの (N:P:K 18(15):5:6))の 3種

で,タイプ 1が株当り窒素成分量 10g.タイプ2とタイプ 3

は株当り窒素成分量 5g(タィプ 25g,タイプ 3 5gl及び

10g(タ イプ 210g,タ イプ 310g)の施用量とした。対照

として液肥により株当り窒素成分で5g施用した。試験規模

は1区 10株の4反復とし,供試品種は `桃太郎8'で,台

木は `アンカーT'を用い,定植は 2004年 5月 10日 に行
った。基肥の施用は,窒素成分量で 15kg/1oa(ロ ング
424:8 4kg/1oa,ロ ングショウカル:5生ノ10a,燐硝安加里

S60411.2kg/1oa)を 定植前に行い,追肥は 7月 5日 (第 6～ 7

果房開花期)に 4株間に施用した。対照は 7月 20日から随

時実施した。栽泄距離はうね幅 240cm,株間 40cm,条間 40cm,

2条植えで,主枝 1本仕立てによる。かん水はpF値 18を

目標に随時実施した。

3 試験結果及び考察

(1)生育への影響

追肥前の生育は,葉数,最大葉ともほぼ同等であり,生

育差は無く,均一な条件であった (表 1)。

追肥 79日後の生育は,施肥量 10gの場合をタイプ別に比

べると,タイプ 3の生育 (草丈など)がやや優り,タイプ 2

>タイプ 1>対照(5glの順に推移した。施肥量5gの場合の

生育はタイプ 3>対照>タイプ 2の順であるが,区間差は

僅かであつた。これは,タイプ別の時期別溶出率の差の影

響によると推測される。同じタイプの施肥量を比較すると,

草丈,葉数で僅かに5g区より10g区が優るが,観察では著

しい差は見られなかった俵 2)。

追肥 2ヶ月後以降に肥料周囲に多くの根圏を観察したこ

とから,根域の誘導化が図られたと推察する (図 1)。

(2)収量への影響

総収量は株当り66～7 4kgで,タイプ 35g区が 7 4kg

で僅かに優る力t区間に大差は見られない。商品収量の商
品率は,タイプ310g区が僅かに高く,タイプ1区はクズ

果,奇形果が多く商品率が他より僅かに劣った。10a当 り

の商品収量は,各区とも対照と比較してほぼ同等かやや優

った俵 3)。 詳細をタイプ別に比べると10g施肥量の場合

は,タイプ 2がやや優り,同じタイプにおける施肥量の比

較では,タイプ3の場合は5gと logではほぼ同等であった。

タイプ2の場合は 10gの方が総収量,商品率,商品収量と

もやや優った。タイプ2の 5g区は,7月下旬から8月 中旬

まで肥効切り替え期間中の収量が僅かに劣った(図 2)。

(3)打ち込み肥料の種類と窒素の溶出

種類と窒素の溶出率の差は,施肥 30日以降に見られ 速

効性肥料を含むタイプ3の溶出率が高く推移し,60日後に

は75%以上となった。タイプ2は 100日 以降に 75%以上と

なった。また,タイプ 1は最もゆるやかに溶出し,100日

以降で 60%に達した(図 3)。 タイプ 3は,溶出が早く,後

半の肥料切れが懸念されたが,本試験においての生育収量

面で問題となるような症状は見られなかった。
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表1 追肥時 (収穫初期)の生育(7月 6日 )
区名 草丈 葉数  最大葉(cm)

タイプ2   5g  1761 ± 37  258
10g  182 1  ± 53  260

タイプ3   5g  1758 ± 45  258
102  1817 ± 41  262

タイプ2   5g  3669 ■ 130  406  129  423  406
102  3741 ■ 144  41 3   129  434  406

タイア3 5g  3700 ± 185  413   129  434  43 1

44_2  43 1
450  438
451  436
451   442

対 照 52  1768 ± 60  261   444  441
(各区平勒 *茎径は第10果房直下による (各区平均 )

個数 重量  個数 重量
a当 たり

重量  商品収量  (重D

タイプ1    10,  371  72   248  51   2071   123  20  107 ± 03  717
タイプ2    58   356  68   241  50   2064   114   18  104 ± 08  73 1

102  369   7 3   268   56   2076    102   1 7  11 6 ± 05  762
タイプ3    5g   378  74   265  5_6   2124   113  18  11 7 ± 10  76 1
10g 355 69  259 54  2079  96  15 112 ± 10 780

対照   5g 331 66 243 51 208_9  89 15 106± 08 767

図2時期別(月 別)商品収量

7月

図 1追肥 25ヶ 月後の根域

(4)その他

打ち込み肥料の追肥は,条間と株間の中央(4株当り

1莉 に施用するのが良く(図 4)(データ省略 2003年中山

間地農業研究部)。 この場合,a当 り約 Foll本の打ち込み

肥料が必要であり,10a当 りの追肥作業時間は 54時間

であつた
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図3窒素の累積溶出率 (チッソ旭(株)調査
(ほ場:最上産地研究室))

4ま と め

基肥に緩効帷肥料を施用した雨よけ夏秋栽培において,

打ち込み肥料を追肥に用いた場合の肥料の種類と施肥量が

生育と収量に及ぼす効果は,本試験では,いずれの種類や

施用量においても大差は見られなかつた。追肥前半から溶

出が多いタイプ2及びタイプ3では,追肥施用量5gにおい

ても対照の液肥による追肥と同等かそれ以上の収量が得ら

れ,実用性が高いと考えられた。

ヨ^
）
饉
ヨ
彙
０
撃
割

対照  敏  3716± 152 411 127 409 399

肥料種類 施肥量 (個)(蹂 ) (個)(kgl (0  (働  ω  _(t/D  (0/。 )

図4追肥作業の様子
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